














































要約

  1997 年 l 月から開設した『不妊ホットライン』に寄せられた相談内容について詳細に

分析し、不妊の当事者や家族が何を悩み、中でも現在受けている不妊治療に対して、 ど

のような意見を有しているかについて明らかにした。更に、これらの結果を踏まえて、不

妊相談の在り方を考えるとともに、不妊の悩みをどう癒やしていくことができるかなどに

ついて考察を加えた。

『不妊ホットライン』に寄せられた一年間の相談件数は 926 件。その概要は以下の通りで

ある。

①性別:男性 3.8%、女性 96.2%

②相談者の結婚の有無:既婚 95.7%、未婚 1.3%

③相談時間:11～20分 42.2%、21～30分 22．2%、l0 分以下 19.5%

④相談者の年齢:30～39 歳 62.1%、20～29 歳 23.9%

⑤相談者の職業:家 51.8%、パートタイム 14.1%、フルタイム 13.8%

⑥ホットラインを知るきっかけ:新聞 63.7%、本/雑誌 10.3%

⑦相談内容:治療への迷い 35.1%、病院情報 19.3%、自分自身のこと 16. 6%、検査につい

て 1　2.0%、病院への不満 11.4%

⑧子供の有無:子供あり l4.7%、子供なし 79.4%

⑨不妊治療の現状:治療中 51.2%、治療なし 37.3%

⑩結婚年数:4 年以下 48.3%、5～9 年 29.4%、 10～14 年 7.9%

⑪治療期間:治療なし 20.4%、1 年 21.8%、2 年 12.7%、3 年 7.5%、4 年 3.6%、 5 年以上 7.7%

これら、寄せられた926 件の相談内容を集約した結果、以下の結論を得た。

(1)不妊の悩みは、家族や周囲からのプレッシャー、社会的抑圧、夫婦関係、本人の生育　歴

から生まれた家族観、人生観などがないまぜになったものとして現出するものであっ　て、

それは決して不妊治療についての相談を代表とするものではない。
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(2)誰が妊娠し、誰が妊娠しないのかの最終的な見通しは、医師にもわからず、その見通　し

のない治療の中で、心身を疲弊させている患者は少なくない。

(3)「不妊の悩みを癒やす」とは、子供ができれば解消するとの誤解があるが、現在の不　妊

治療が、不妊とのものを治すわけではないわけで、妊娠が必ずしも不妊からの解放に　繋

がるわけではない。

(4)現実には、いくら不妊治療を繰り返しても子供が授からないカップルがおり、不妊相

談を「子供が生まれることを」への援助を目標としてしまったら、彼らは取りこぼされ　て



しまうことになる。 したがって、不妊相談を医療相談、治療相談に終始させないよ　う

な配慮が必要である。

(5)そのためにも、不妊相談を不妊治療施設に併設するのではなく、不妊治療施設と 独立

させた形で執り行うことが期待される。


